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1. はじめに

2025 年シーズンにおける男子 110mH 走では，東

京世界陸上に村竹ラシッド選手（JAL），泉谷駿介選

手（住友電工），野本周成選手（愛媛競技力本部）

の 3 名が出場し，村竹選手が 2024 年のパリオリン

ピックに引き続き，決勝に進出して 5 位入賞とい

う素晴らしい成績を収めた．また，8 月の Athlete 

Night Games in FUKUI 2025 において，村竹選手が

自身の記録を 0 秒 12 更新する 12 秒 92 の日本新記

録を樹立した．この記録は 2025 年度の世界ランキ

ング 2 位，歴代でも世界 11 位に相当する素晴らし

い記録である．

ハードル走では，レース展開の特徴を明らかにす

るために，ハードル間に要した時間を計測してレー

ス評価の指標として用いるレース分析が行われてき

た（柴山ほか，2024；2025）．本稿では，2025 年シー

ズンに開催された主要競技会におけるレース分析結

果について報告する．

2. 方法

2.1　対象競技会および分析対象者

分析対象とした競技会は以下の 7大会とし，参加

した男子選手のべ 78 名を分析対象者とした．

① 第 59 回織田幹雄記念国際陸上競技大会（4 月

29 日，ホットスタッフフィールド広島・広島）

② 第 12 回木南道孝記念陸上競技大会（5 月 11 日，

ヤンマースタジアム長居・大阪）

③ セイコーゴールデングランプリ陸上 2025 東京

（5 月 18 日，国立競技場・東京）

④ 第 109 回日本陸上競技選手権大会（7 月 5 日，

国立競技場・東京）

⑤ Athlete Night Games in FUKUI 2025（8 月 16 日，

9.98 スタジアム・福井）

⑥ 第 41 回 U20 日本陸上競技選手権大会（9 月 27

日，草薙総合運動場陸上競技場・静岡）

⑦ 第 19 回 U18 日本陸上競技選手権大会（10 月

18 日，三重交通 G スポーツの杜伊勢陸上競技

場・三重）

2.2	分析方法

2.2.1　レース分析

上記競技会におけるレースを，複数台の高速度ビ

デオカメラを用いて 239.7fps でパンニング撮影し

た．スタートピストルの光が映像に写り込んだ瞬間

を基準として，各カメラの映像を同期して分析を

行った．撮影した映像から，各選手が 10 台のハー

ドルを越える前の踏切脚接地と，越えた後のリード

脚接地のコマを読み取り，所要時間を算出した．こ

のとき，各ハードルの踏切脚接地からリード脚接地

までの時間をハードリングタイム，リード脚接地か

ら次のハードルの踏切脚接地までの時間をインター

バルランタイムとし，2 つの和を区間タイムと定義

した．また，スタートシグナルから 1台目ハードル

後のリード脚接地までをアプローチ区間，10 台目

ハードル後のリード脚接地からフィニッシュライン

通過までをランイン区間とし，同様にタイムを算出

した．

ハードル間の距離である 9.14m を各区間タイムで

除することによって，各区間の平均スピードを算出

した．このとき，アプローチ区間では着地側の距離

として 1.6m を加えた 15.32m を区間距離とし，ラン

イン区間では 1.6m を減じた 12.42m を区間距離とし

て平均区間スピードを算出した．また，区間スピー

ド，ハードリングタイムおよびインターバルラン

タイムは，前半（1 台目から 4 台目ハードルまで），

中盤（4台目から 7台目ハードルまで），後半（7台

目から 10 台目ハードルまで）の各局面における平

均値を算出した．
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2.2.2　足跡分析

各ハードル前後の踏切脚とリード脚の支持期にお

ける支持脚つま先と，コントロールポイント 4点を

動作分析システム（DKH 社製，Frame-DIAS Ⅵ）を用

いてデジタイズした．撮影した映像における実空間

座標値が既知のコントロールポイント（110mH およ

び 100mH におけるハードル設置地点等）を用いて，

2 次元 DLT 法により各歩の接地時のつま先の 2 次元

座標値を得た．2次元座標値は，進行方向右向きをx，

進行方向を y とした．得られた座標値から，踏切

脚のつま先とハードルの y 座標値の差を踏切距離，

ハードルとリード脚のつま先の y座標値の差を着地

距離とし，踏切距離と着地距離の和をハードリング

距離とした．

3. 結果および考察

表 1 から表 10 は，分析対象とした各レースにお

けるタッチダウンタイム，区間タイム，インターバ

ルランタイム，ハードリングタイムおよび区間ス

ピードについて示したものである．また，表 11 は，

セイコーゴールデングランプリ陸上 2025 東京にお

ける足跡分析の結果について示したものである．

図は，村竹選手が日本新記録を樹立した Athlete 

Night Games in FUKUI 2025（12 秒 92，+0.6，以下

25ANG）と，昨年度のシーズンベスト記録のレース

である 2024 年の日本選手権決勝（13 秒 07，+0.2，

以下 24NCH）におけるレース分析結果を示したもの

である．区間スピードは，前半では 25ANG が 24NCH

よりも大きく，中盤で同程度の値を示したものの，

後半では再び 25ANG が 24NCH よりも大きい値を示し

た．このとき，アプローチ区間タイムは 25ANG が 2

秒 51，24NCH が 2 秒 58 であったことを踏まえると，

25ANG における日本記録更新は，スタートから前半

局面における高い区間スピードの獲得と，後半局面

における高いスピードの維持が要因となって達成さ

れたと考えられる．

また，ハードリングタイムは前半から後半までの

全ての局面で 25ANG が 24NCH よりも短く，インター

バルランタイムは前半と後半局面で 25ANG が 24NCH

よりも若干長かった．これらのことから，日本記録

更新の要因となった前半および後半局面における高

い区間スピードの獲得は，ハードリングタイムの短

縮によりなされたといえる．
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表 1　2025 年 4 月 29 日 _ 織田記念 _男子 110mH_A 決勝　レース分析結果
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表 2　2025 年 4 月 29 日 _ 織田記念 _男子 110mH_B 決勝　レース分析結果
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表 3　2025 年 5 月 11 日 _ 木南記念 _男子 110mH 決勝　レース分析結果
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表 4　2025 年 5 月 18 日 _ セイコー GGP_ 男子 110mH　レース分析結果
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表 5　2025 年 7 月 5 日 _ 日本選手権 _男子 110mH 決勝　レース分析結果
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表 6　2025 年 8 月 16 日 _Athlete Night Games in FUKUI_ 男子 110mH 決勝　レース分析結果
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表 7　2025 年 9 月 27 日 _U20 日本選手権 _男子 110mH（0.991m）_A 決勝　レース分析結果
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表 8　2025 年 9 月 27 日 _U20 日本選手権 _男子 110mH（0.991m）_B 決勝　レース分析結果
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表 9　2025 年 10 月 18 日 _U18 日本選手権 _男子 110mH（0.991m）_A 決勝　レース分析結果
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表 10　2025 年 10 月 18 日 _U18 日本選手権 _男子 110mH（0.991m）_B 決勝　レース分析結果
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表 11　2025 年 5 月 18 日 _ セイコー GGP_ 男子 110mH　足跡分析結果
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図　村竹選手の日本記録（25ANG）と 24 日本選手権におけるレース分析結果


